
　

№ 指定 名　　　　　称 作者･所用者･所蔵者･寄贈者など 時代 世紀 期間

1 銀箔置白糸威具足 松平通温(尾張家3代綱誠19男)所用 江戸 18

2 梨子地糸巻太刀拵 江戸 18 ＡＢ

3 梨子地糸巻太刀拵 江戸 18 Ｃ

4 金紙采配　鉄刀木柄 徳川宗睦(尾張家9代)所用 江戸 18 A

5 白熊毛采配　桐紋散蒔絵柄 松平通温(尾張家3代綱誠19男)所用 江戸 18 ＢＣ

6 網代三蓋笠馬標　二枚 徳川義直(尾張家初代)所用 江戸 17

7 青貝柄槍拵　黒塗鞘付 江戸 18-19

8 重籐弓 徳川宗睦(尾張家9代)所用 江戸 18

9 猪毛逆頬箙(征矢付) 徳川宗睦(尾張家9代)所用 江戸 18 ＡＢ

10 柳箙 徳川義宜(尾張家16代)所用 江戸 17 Ｃ

11 葵紋付縞文熏革弓懸 徳川義宜(尾張家16代)所用 江戸 19 A

12 葵紋付鶉斑熏革弓懸 徳川義直(尾張家初代)所用 江戸 17 B

13 葵紋付鶉斑革弓懸 徳川慶勝(尾張家14代)所用 江戸 19 Ｃ

15 唐銅瓢形口薬入 江戸 18-19

16 水牛胴薬入 江戸 17

17 金粉塗青漆革葵紋付胴乱(早合入) 江戸 18-19

18 葵紋蒔絵細太刀拵 徳川治興(尾張家9代宗睦2男)所用 江戸 18-19 A

19 鳳凰蒔絵白銀造毛抜形太刀拵 近衛忠煕・徳川斉温(尾張家11代)･慶勝(同家14代)所用 江戸 天保7年<1836> ＢＣ

20 蠟色塗刀拵 徳川慶勝(尾張家14代)･茂徳(同家15代)所用 江戸 19 ＡＢ

21 蠟色塗脇指拵 徳川慶勝(尾張家14代)･茂徳(同家15代)所用 江戸 19 ＡＢ

22 蠟色塗刀拵 貞徳院矩姫(尾張家14代慶勝正室)所用 江戸 19 Ｃ

23 蠟色塗合口拵 江戸 17 Ｃ

24 太刀　銘 藤島 徳川家康所持 南北朝 14

25 刀　銘 村正 徳川家康所持 室町 16

26 脇指　銘 虎徹興里作 寛文五年三月吉日 徳川綱誠(尾張家3代)所持 江戸 寛文5年<1665>

27 ⦿ 短刀　無銘 正宗　名物　庖丁正宗 徳川家康・徳川義直(尾張家初代)所持 鎌倉 14

28 本阿弥光温折紙　承応参暦午八月三日　　(№27 短刀 無銘 正宗 名物 庖丁正宗　附属) 江戸 承応3年<1654>

29 御腰物元帳(文政年間)第一巻　仁ノ部御大切御道具ノ部 江戸 19

30 富士図三所物 江戸 18

31 三番叟図目貫　無銘 程乗(後藤家9代) 江戸 17

32 梅水仙図笄　無銘 徳乗(後藤家5代) 江戸 17

33 桃山 16

34 雲龍図赤銅鐔 江戸 18-19

35 十二支図鉄鐔 江戸 19

徳川美術館　名品コレクション展示室
令和6年 1月4日(木)～3月24日(日)

凡例：⦿は国宝を示します。

展示期間　A:1/4(木)～1/30(火) B:1/31(水)～2/27(火) C:2/28(水)～3/24(日)

倶利伽羅龍図小柄　無銘 光乗(後藤家4代)

大名はいうまでもなく武士であり、その集団の長であったため、泰平の世の江戸時代にあっても常に軍備を怠ってはならなかった。大名家

の武器武具は単なる戦闘実用品ではなく、同時に｢武士の心根｣を表すように美しく気品に満ちていることが必要だった。中でも刀剣は｢武士

の魂｣といわれる通り、武士の精神の象徴として大切にされ、最も高い格式を持ち、公式の贈答品の筆頭ともされた。大名の甲冑は、一軍の

大将の着用品である。武威と気品に満ち、贅を尽くし技術の粋を集めてはた目にも美しく見えるように作られた。

　【第１展示室】

武家のシンボル　－ 武具･刀剣 －

14
火縄銃 三匁五分筒　銘 以青符鉄三重張 延宝六午年十二月吉日

江戸 延宝6年<1678>
芝辻小兵衛清正(花押)　同彦八清元(花押)

【第1展示室の見どころ －具足飾り－】

大名の甲冑は、一軍を指揮する大将の威厳を示す着用品である。武家の長としての威厳と品格に満ち、贅を尽くし技術の粋を集めて、はた目に

も美しく見えるように作られた。展示室入口正面の展示ケースは、名古屋城二之丸御殿の御夜居之間で毎年正月十一日に行われた「具足始め」の

飾り付けに基づいて展示している。「具足始め」とは甲冑を飾り、その年の武運を祈願する尾張徳川家の年中行事である。甲冑の向かって右手に掲

げられている「馬標」は、陣中や戦場において大将の居所を示すしるしであった。また、甲冑の後ろに掲げられた葵紋付きの大きな旗は「馬標」と同

じ役目があり、「纏」と呼ばれている。
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